
No.1283 第３金曜日号
11広報 2025 月

●配布のお問い合わせは、ミッド ☎0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）

１〜３面…�　　  情報を文字で伝える…聞こえない人・聞こえにく
い人に情報を伝える方法の一つ「要約筆記」。利用する人・
伝える人の思いや、養成講習会などを紹介します。

４〜７面…「思い継ぐ　八幡山の洋館」・募集・お知らせ・健康と福祉

８面…「ひらつかTopics」「市長コラム」
広報ひらつかのPDF版は市ウェブからご覧いただけます。アプリ
「マチイロ」や「Catalog Pocket（10言語対応）」からも最新版がご覧
いただけます。

集特
目 

次

●発行  平塚市　●編集  広報課　●法人番号 3000020142034　〒２５４‒８６８６ 神奈川県平塚市浅間町9番1号 ☎0463‒23‒1111 0463‒23‒9467

　要約筆記を知っていますか？　聞こえない人・聞こえにくい人に、話し手の話の内容をその場で文字
にして伝える、コミュニケーション手段の一つです。話を全て伝えるのではなく、要約したり、言葉を置
き換えたりして、分かりやすく話し手の意図を伝えます。市内でもさまざまな場所で利用されています。

「聞こえない」を文字で伝える

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
講
座
の
手
書
き
要
約
筆
記

中
央
図
書
館
で
の
講
座
の
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記



2
令和7年11月21日発行応募＝応募方法　 @以下はcity.hiratsuka.kanagawa.jp　e＝電子申請システム　　　　 問＝問い合わせ　　　 ＝手話通訳

聞こえない人・聞こえにくい人は、手話・筆談・発声などのコミュニケーション手段を組み合わせて、
または使い分けて情報を得ています。今号では、その手段の一つである「要約筆記」を紹介します。

　障がい福祉課☎21−8774

要約筆記
情報を文字で
伝える

　
聴
覚
障
が
い
と
一
口
に
言
っ
て

も
、
聞
こ
え
方
は
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す（
下
囲
み
）。
手
話
を

使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
方
が
手
話

を
理
解
し
、
使
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
障
が
い
福
祉
課
の

設
置
手
話
通
訳
者
で
あ
る
武
居
文

乃
さ
ん（
右
下
写
真
）は
、「
人
生
の

途
中
で
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に

く
い
状
態
に
な
っ
た
方
も
い
ま

す
。
自
身
の
状
態
を
受
け
入
れ
る

の
に
時
間
が
か
か
る
中
で
、
一
か

ら
手
話
を
覚
え
る
の
は
本
当
に
大

変
な
こ
と
で
す
」と
話
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、使
い
慣
れ
た
日
本
語

の「
文
字
」で
音
声
情
報
を
伝
え
る

方
法
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が「
要

約
筆
記
」で
す
。

　
市
に
は
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆

記
者
を
派
遣
す
る「
意
思
疎
通
支

援
事
業
」（
左
囲
み
）が
あ
り
ま
す
。

市
が
主
催
・
共
催
す
る
講
座
や
、

医
療
機
関
な
ど
で
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。「
手
話
で
は
専
門
用
語
が

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
筆
談
で

は
箇
条
書
き
な
ど
に
な
り
会
話
に

な
ら
な
か
っ
た
り
、
情
報
が
欠
け

て
し
ま
う
部
分
が
あ
る
ん
で
す
」

と
武
居
さ
ん
。「
手
話
は
使
え
る
け

れ
ど
、『
言
葉（
漢
字
）』と
し
て
知

り
た
い
と
、
要
約
筆
記
を
利
用
す

る
方
も
い
ま
す
」と
続
け
ま
す
。

要
約
筆
記
者
の
派
遣
件
数
は
コ
ロ

ナ
禍
で
い
っ
た
ん
減
っ
た
も
の

の
、
令
和
3
年
度
の
46
件
か
ら
６

年
度
に
は
78
件
に
増
え
ま
し
た
。

　
個
人
か
ら
の
申
請
で
多
い
派
遣

は
医
療
機
関
で
の
利
用
で
す
。
筆

談
や
音
声
ア
プ
リ
で
受
診
す
る
方

も
い
ま
す
が
、
家
族
が
付
き
添
っ

て
受
診
す
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の

場
合
、
医
師
と
家
族
と
で
話
が
完

結
し
、
本
人
は
置
い
て
け
ぼ
り

…
…
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
そ
う

で
す
。「
本
人
が
直
接
、
相
手
の
話

を
理
解
し
て
、
意
思
決
定
で
き
る

こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。
こ
れ
は

障
が
い
に
関
係
な
く
当
た
り
前
の

権
利
で
す
よ
ね
」と
武
居
さ
ん
。

「
医
療
機
関
で
の
利
用
は
そ
の
一

例
。
要
約
筆
記
が
一
つ
の
方
法
と

し
て
、広
ま
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

家
族
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る

と
い
い
で
す
ね
」と
補
足
し
ま
す
。

　
た
だ
市
の
支
援
に
は
派
遣
先
や

対
象
者
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。「
全

て
の
事
業
所
な
ど
で
、
合
理
的
配

慮
の
考
え
方
に
基
づ
き
、支
援
の
導

入
が
進
む
こ
と
。こ
れ
が
私
た
ち
が

見
据
え
る
支
援
の
あ
り
方
で
す
」。

意
思
疎
通
を

サ
ポ
ー
ト

　「聴覚障害」「音声機能障害・
言語機能障害」と書かれた身体
障害者手帳を持っている市民ら
が対象です。詳しくは、市ウェブ
（右の２次元コード）をご覧ください。
応募　土・日曜日と祝日を除く希望日の7日前
までに、市ウェブにある申込書を、ファクスま
たは直接、本館1階の障がい福祉課 21−
1213へ。eでも申し込めます。

派遣支援事業の対象と利用方法

　市聴覚障害者協会の理事・加
藤文男さん（左）と、市の講座（３
面上段）などでよく要約筆記を
利用する向井昭彦さん（右）に、
自身の「聞こえ」や要約筆記が役
立つ機会などを聞きました。

①感音性難聴　音の大小
に関わらず、何を言っている
のか分からない。音がゆが
んで聞こえる。

②伝音性難聴　鼓膜などが障害されることで、
音が伝わりにくくなったり、特定の音が聞こえにく
くなったりする。音を大きくすれば伝わるときもあ
るが、全てを聞き取れる訳ではない。

③混合性難聴　①②を併せ
持ち、音が入りづらく、入ったと
しても不明瞭のため、耳で聞く
ことが非常に難しい。

（県中途失聴・難聴者協会が監修した「聴覚障害とマスク」を参考に平塚市広報課で作成）

「 聞 こ え 」 に は 違 い が あ る

　市聴覚障害者協会では、講演会で要約筆記
を利用しています。6年前に向井さんが、要約
筆記の派遣を利用できると教えてくれてから
のことです。
　例えば私の場合、一対一の会話は手話で確
認できますが、講演会だと、手話だけで理解
できるのは約８０㌫。残りの２０㌫は読み取れな
いので、全体投影されているパソコン要約筆

記を確認します。手話で表現できない用語も文字だと理解しやすい
です。要約筆記があることで、手話の見逃しや手話で表現できない
意味をカバーできるのは助かりますね。普段から手話を使う協会の
方も講演会では、要約筆記を見ている方が多いです。
　私自身は、興味のあるイベントなどで手話通訳の派遣を依頼する
ことが多いです。私の聞こえは「感音性難聴」に近く、発声は苦手で
す。口を大きく開けてゆっくり話したり、正面から伝えたりしても
らうと分かる部分もありますが、人によっては分かりにくいことも
あるので、メモでの筆談が一番助かります。手話や筆談、音声を文
字変換するアプリなど、コミュニケーションの方法は人や場所に
よってさまざまです。聞こえないことは相手に伝わりにくいです。
聞こえないことへの理解や、手話の他に筆談やアプリ、要約筆記と
いう手段があることが、もっと広く知ってもらえるといいですね。

　要約筆記を知ったのは約40年前で、きっか
けは読話・発音の訓練教室で知り合った方に
誘われて参加した神奈川難聴者の会（現在の
県中途失聴・難聴者協会）の例会でした。その
日から要約筆記の支援で、同会の方との交流
が始まり、現在に至ります。
　当時は片言の手話を使い、声を出しながら
のコミュケーションが中心で、相手の口の動
きを見ながら想像力を働かせていました。私の現在の聞こえは目を閉
じて言葉を聞くと、子音を除いた声が耳に入ってくる感じです。し
かし補聴器を付けていても体調次第で全く聞こえないことも。そん
な時に要約筆記や筆談は助かりますね。特に要約筆記は要点を分か
りやすく伝えてくれるので、理解度が高まります。講座などで月２・
３回利用していますが、慣れ親しんだ文字で情報を頭に取り込めるし、
メモを取る余裕があるのが良いです。手話だけだと、一度目を離すと
流れが分からなくなるし、長く見続けると目が疲れてしまうのです。
　県中途失聴・難聴者協会では、要約筆記のおかげで再び人の輪に
入れたという喜びの声を伺います。難聴で情報が入りにくくなり脳
への刺激が減ると、認知機能が低下しやすいという報告があります。
聞こえないからと社会参加を諦めるのではなく、要約筆記という支
援を積極的に利用してほしいと願っています。

取材でも要約筆記を利用

利
用
で
き
る

　
市
の
制
度

障
が
い
者
の

　
意
思
決
定

理
解
を
広
め
る 

社
会
と
つ
な
が
る
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　

広報ひらつか　第1283号 平塚市役所 〒254-8686 平塚市浅間町9-1 午前８時30分〜午後5時　☎0463-23-1111 0463-23-9467　

　令和8年1月13日〜3月3日の火曜
日、全8回、午前10時〜正午。本館5
階５１９会議室など。市内在住・在勤・
在学で、パソコンのタッチタイピン
グができる18歳以上の方8人（先着
順）。ノートパソコン・筆記用具。５００円。
応募　令和7年11月26日（水）から、
電話または直接、本館１階の障がい
福祉課☎️21−8774へ。

③ ② ①

④

⑤ ⑥

速
く・正
し
く・読
み
や
す
く

　
要
約
筆
記
に
は
、
手
書
き
要
約

筆
記
と
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
２

種
類
が
あ
り
、
各
特
性
を
生
か
し

た
方
法
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す（
上
囲
み
）。

市
の
事
業
で
活
動
す
る
の
は
、
県

の
認
定
要
約
筆
記
者
の
集
ま
り
で

あ
る
、
市
要
約
筆
記
者
連
絡
会
の

皆
さ
ん
で
す
。
同
会
は
手
書
き
・

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者
、
各
10
人

が
登
録
し
て
い
ま
す
。
同
会
の
高

野
多
恵
子
さ
ん（
写
真
④
左
）は

「
手
書
き
と
パ
ソ
コ
ン
、
ど
ち
ら

の
要
約
筆
記
も『
速
く
・
正
し
く
・

読
み
や
す
く
』が
原
則
で
す
。
必

要
と
す
る
方
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
練
習
を
続
け
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
「
言
葉
は
助
詞
一
つ
で
意
味
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
話
し
手
の『
伝
え
た
い
内
容
』

を
正
し
く
聞
き
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」と
高
野
さ
ん
。「
当
日
の
資

料
を
読
み
込
ん
だ
り
著
書
を
読
ん

だ
り
し
て
、
話
し
手
を
知
っ
て
お

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
続
け
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
は
専

門
用
語
の
単
語
登
録
、
手
書
き
で

は
画
数
の
多
い
言
葉
な
ど
を
付
箋

で
用
意
す
る
な
ど
の
工
夫
も
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
聞
き
取
っ
た
話
を
伝
え
る
た
め

に
は
、
練
習
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

同
会
の
手
書
き
要
約
筆
記
者
、
中

村
佳
代
子
さ
ん（
写
真
①
右
）は

「
個
人
的
に
学
習
会
に
参
加
し
た

り
、
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
で
難
聴

者
に
協
力
し
て
も
ら
い
実
習
を
し

た
り
、
動
画
サ
イ
ト
で
勉
強
し
た

り
、
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
」と

話
し
ま
す
。
手
書
き
も
パ
ソ
コ
ン

も
個
人
の
技
術
力
ア
ッ
プ
に
日
々

努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
は
、

要
約
筆
記
者
同
士
の
練
習
も
重
要

だ
と
高
野
さ
ん
。「
パ
ソ
コ
ン
の
場

合
は
2
人
で
連
係
入
力
を
し
ま

す
。
現
場
に
よ
っ
て
違
う
人
と
ペ

ア
を
組
む
の
で
、
誰
と
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
」と
説
明
し
ま
す
。
基
本
4

人
一
組
、
長
時
間
に
な
る
と
6
人

一
組
で
現
場
に
入
る
パ
ソ
コ
ン
要

約
筆
記
。「
見
て
い
る
人
が
い
る
こ

と
」を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

「
見
て
負
担
に
な
ら
な
い
画
面
を

作
る
こ
と
な
ど
を
心
が
け
、
チ
ー

ム
で
協
力
し
て
要
約
筆
記
を
し
て

い
ま
す
」。

　
高
野
さ
ん
も
中
村
さ
ん
も
要
約

筆
記
を
学
び
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
書
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
か

ら
。「
好
き
な
こ
と
を
生
か
し
て
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」と
見
つ
け
た
の
が
要
約
筆
記

で
し
た
。「
20
年
以
上
、
要
約
筆
記

者
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え

る
こ
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
す

る
こ
と
、
少
し
ず
つ
理
解
し
て
今

が
あ
り
ま
す
」と
高
野
さ
ん
。
今

後
を
見
据
え
、
人
材
育
成
へ
の
思

い
を
続
け
ま
す
。「
仕
事
を
し
な
が

ら
と
い
う
方
も
多
く
、
み
ん
な
が

常
に
現
場
に
行
け
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
途
切
れ
な
く
支
援
を

続
け
る
た
め
に
も
、
担
い
手
と
し

て
一
緒
に
学
ん
で
く
れ
る
方
が
増

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」。

2人で１文を連係入力

フレイルサポーター養成講座（実技）フレイルサポーター養成講座（実技）フレイルサポーター養成講座（座学）

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
座
学
）

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
の
講
演
会

囲
碁
ま
つ
り
の
座
談
会
や
講
演

特性を生かし、さまざまな場所で利用される要約筆記

　見学だけもできます。ボランティ
アとしての活動や学習会の内容な
ど、詳しくはお問い合わせください。
要約筆記サークル　ひらつか
　活動日は第１・３水曜日の午後1時
〜3時。福祉会館（追分1−43）。12月3
日までの毎週水曜日、午後1時30分
〜3時30分に同会館で開かれている
「手書き要約筆記　入門講習会」は
見学できます。

　福祉会館☎️33−0007
パソコン要約筆記湘南
　活動日は原則月１回、月曜日、午
前9時30分〜正午。中央公民館（追
分1−20）。

　中央公民館☎34−2111

　要約筆記は2種類あり、用途によって伝える方法も変わります（下表）。県域や市の事業で活動する要
約筆記者は、県が開く養成講習会を受けた後、最終的に認定試験を受けて資格を取得した方です。市の
講座や市民団体のサークルでは、県の養成講習会へ通う前に、基本的な理解を深められます（下段左囲
み）。市の事業での派遣はボランティアではなく、派遣報酬が支給される「仕事」です。

　紙やボードなどに文字を書き出す。利用者とともに移動
しながら書けるので、場所を選ばずに状況に応じて柔軟
に活動できる。講座などは2人一組、病院の付き添いなど
は1人で対応。

　手書き要約筆記では、横に座って
書いたり、場所を移動しながらバイ
ンダーを使って書いたりする。パソ
コン要約筆記では、表示用のパソコ
ンなどに映し出す。表示用の画面は
利用者の希望で色などを調整する。

　要約筆記用に開発されたソフトを使用。パソコンで文字
を入力して別の媒体に映し出す。手書きより多くの情報を
表示できる（1分間で1人当たり100〜120文字を入力）ので会
議・講座での利用が多い。4人一組または6人一組で対応。

　会場全体から見えるよう、スクリー
ンなどに要約筆記を映し出す。

▶手書き要約筆記…①②・1面上

要約筆記を学びませんか

サークルの学習会もあります

パソコン要約筆記者の養成講習会

▶︎ノートテイク…①②③④・1面上

▶パソコン要約筆記…③④⑤⑥・1面下

▶全体投影…⑤⑥・1面下

話
し
手
の
意
図
を

　
聞
き
取
る

新
た
な
担
い
手
を

　
育
て
る

個
人
の
技
術
と

　
チ
ー
ム
プ
レ
イ

種 類 と 特 方性 法
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開
館
16
年
目
を
迎
え
た
、
旧
横

浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館
。
同

館
は
、
八
幡
山
の
洋
館
を
活い

か
す

会
と
、
平
塚
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
協
同
組
合
が
管
理
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
毎
月
約
１
３
０
０
人
が

訪
れ
、
年
間
で
約
１
万
５
０
０
０

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
八
幡
山
の
洋
館
は『
み
ん
な
の

思
い
が
生
き
て
い
る
施
設
』で
す
」

と
語
る
、
同
館
の
袴
田
明
典
館
長

（
下
写
真
右
）。「
平
成
16
年
に
横
浜

ゴ
ム
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在

の
場
所
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
で
き
る
だ
け
明
治
時
代
の
姿

で
移
築
保
存
し
よ
う
と
し
た
方
々

の
思
い
を
、
継
い
で
い
き
た
い
で

す
」と
話
し
ま
す
。

　

鈴
木
美
都
子
副
館
長（
右
下
写

真
左
）は「
開
館
当
初
は
施
設
の
運

用
方
法
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
公
共
施
設
で
あ
る
当
館
を

ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く
の

か
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。「
当
館
を
芸
術

発
信
の
場
、
安
ら
ぎ
の
場
に
し
た

い
と
い
う
思
い
が
根
底
に
あ
り
ま

す
。『
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
こ
で
何

を
や
り
た
い
の
か
』と
い
う
視
点

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

　
「
普
段
着
で
気
軽
に
音
楽
を
聴

き
に
来
ら
れ
る
場
所
」を
目
指
し

て
始
ま
っ
た
の
が
、
遊
館
日（
右

下
囲
み
②
）。毎
月
第
3
水
曜
日
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。「
出
演
さ
れ
る

方
は
建
物
の
造
り
だ
け
で
な
く
、

観
客
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る
会
場
の

雰
囲
気
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
」と

鈴
木
副
館
長
は
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

  

４
年
前
か
ら
演
奏
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
動
画
を
公
開
す
る
よ
う
に
し

た
と
こ
ろ
、
出
演
の
応
募
が
さ
ら

に
増
え
た
そ
う
で
す
。「
洋
館
で
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を

知
っ
て
も
ら
え
て
、
出
演
さ
れ
る

方
だ
け
で
な
く
来
館
さ
れ
る
方
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
出
演
さ
れ
る

方
が
有
名
か
ど
う
か
に
関
係
な

く
、
毎
月
楽
し
み
に
来
て
く
れ
る

方
が
多
い
で
す
」と
袴
田
館
長
。

「
開
館
当
初
に
目
指
し
て
い
た
洋

館
の
姿
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
洋
館
の
良
さ
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
初
心

を
忘
れ
ず
に
挑
戦
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　

袴
田
館
長
は「
当
館
は
海
軍
火

薬
廠
の
中
に
あ
っ
た
施
設
で
す
。

戦
争
に
つ
な
が
る
歴
史
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
と
い
う
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
使
命
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」と
力
を
込
め

ま
す
。
同
館
で
は
来
館
者
へ
の
声

掛
け
や
、
遊
館
日
の
冒
頭
に
同
館

の
歴
史
を
説
明
し
て
い
る
そ
う
。

「
平
塚
の
戦
災
を
知
っ
て
い
る
方

は
多
い
で
す
が
、
当
館
に
戦
争
に

つ
な
が
る
歴
史
が
あ
る
と
知
っ
て

い
る
方
は
少
な
い
で
す
。
歴
史
を

知
り
、
当
館
が
平
和
や
文
化
の
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
涙
を
流
す
方
も
い
ま
す
」と

続
け
ま
す
。
ま
た
、
市
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
の
節
目
で
あ
る

今
年
は
、
隣
接
す
る
平
和
慰
霊
塔

が
新
し
く
な
り
、
同
館
の
花
壇
に

は『
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
』が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。「
平
和
へ
の
思
い
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
大
切
に
し
、
伝
え
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
語

り
ま
す
。

  

同
館
は
平
和
や
文
化
を
発
信
す

る
場
だ
け
で
な
く
、
学
習
・
教
育

の
場
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
に
小
学
生
が
授

業
で
見
学
に
来
た
り
、
中
学
生
が

　ピアノ・合唱・朗読・詩吟・
沖縄舞踊など、25団体の公演
会です。
　12月５日（金）午後１時～３時・
６日（土）午前10時～午後４時・
７日（日）午前10時～午後２時30
分。各日60人（当日先着順・
入退場自由）。

夏
休
み
の
宿
題
の
た
め
に
、
話
を

聞
き
に
来
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
ぜ
ひ
平
和
学
習
の
場
と
し

て
使
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
。
洋
館
の
歴
史
や
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
鈴
木
副
館
長

は
未
来
を
見
据
え
ま
す
。

心
休
ま
る
場
所
に

　
来
館
者
一
人
一
人
と
、
地
道
な

対
話
を
通
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
し
続
け
て
い
る
同
館
。
世
代

を
超
え
て
来
館
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
施
設
を
き
れ
い
に
保
ち
、
丁

寧
な
案
内
を
心
が
け
て
い
る
そ
う

で
す
。「
い
つ
ま
で
も
心
休
ま
る
場

所
と
し
て
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
存

在
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
遊
館
日
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」と
袴

田
館
長
は
呼
び
掛
け
ま
す
。

　旧横浜ゴム平塚製造所記念館は、明治45
（１９１２）年ごろ、現在の横浜ゴム（追分２ー１）
の場所に、日本火薬製造の建物として建て
られました。火薬製造所の建設には歴史的
な事情があります。江戸時代、平塚には江
戸幕府管理の御

お
林
はやし

がありました。明治以降、
跡地は国管理となったものの、放置された
土地となっていたのです。大規模な火薬製
造所に見合う用地が容易に確保できたこ
と、明治20（１８８７）年の東海道線開通によっ
て原材料と製品の輸送に便利な地であった
こと、豊かな水資源があり軍都横須賀に近
いことなどが建設の決め手となりました。
  大正８（１９１９）年に同製造所は日本海軍の
所有となり、同記念館は将校の親睦団体で
ある横須賀水交社の平塚集会所として利用
されます。戦後は、横浜ゴムが国からの払
い下げを受け、主に応接室や会議室として
使用しました。昭和30（１９５５）年の秋季国体
時には、訪問された昭和天皇の休憩所とし
て使われています。
　平成16（２００４）年には横浜ゴムから平塚市
へ寄贈されました。国の登録有形文化財に
登録され、現在の八幡山公園内へ移築。平
成21（２００９）年に平和資料館の要素を備えた
文化施設として開館しました。

八幡山の洋館の歩み

洋館に来て
みませんか

思
い
が
生
き
て
い
る
施
設

遊
館
日
の
広
が
り

平
和
の
大
切
さ
を

発
信

① クリスマスフェスタ ② 遊 館 日
　12月17日（水）。各回１時間。各回
60人（当日先着順）。
橋本聖子withクロノスが贈る洋館ク
リスマスライブ　ポピュラー音楽の
コンサートです。午前11時開演。
笑顔できらきらクリスマス　ミュー
ジックベル ドレミのアンサンブル

（上写真）です。午後２時開演。

思
い
継
ぐ

八
幡
山
の

洋
館

  

県
内
で
も
数
少
な
く
、
市
内
で
は
唯
一
の
明
治
時
代
の

洋
風
建
造
物
・
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館（
浅
間

町
１
ー
１
）。「
八
幡
山
の
洋
館
」と
し
て
多
く
の
方
に
親

し
ま
れ
て
い
る
同
館
の
歴
史（
左
下
囲
み
）を
振
り
返
り
、

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館
☎
35
ー
７
１
１
４

各公演の開場時間は
開演30分前です。

問
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バスの広告でPRしませんか

コミュニティバスの
運行が始まります 募

　
　
集

応
募
方
法
は

 

右
側

応募のある記事は
事前に応募が
必要です
必要事項は郵便番号・住所・氏名

（ふりがな）・電話番号です
メールの場合、 @以下に、
city.hiratsuka.kanagawa.jp
を付けてください
eは、電子申請システム

（e
イー
-k

カ ナ ガ ワ
anagawa）。右の

2次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、
〒254-8686平塚市役所○○課で
届きます
市役所の開庁時間は、午前8時
30分〜午後5時です

応募
方法

市
の
職
員
と
し
て
働
き
ま
せ

ん
か

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員（
事
務
補
助
員
）40
人（
選

考
）。
登
録
期
間
は
令
和
８
年
４

月
１
日（
水
）か
ら
２
年
間
で
、
１

会
計
年
度
に
つ
き
６
カ
月
未
満
の

範
囲
で
任
用
し
ま
す
。
受
験
資
格

や
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募　
令
和
７
年
12
月
10
日（
水
）

午
後
５
時
ま
で
の
平
日
に
、
市

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書（
写
真
を

添
付
）と
作
文
用
紙
を
、
本
人
が

直
接
、
本
館
４
階
の
職
員
課
☎️
２１

―
８
７
６
2
へ
。
提
出
時
に
面
接

試
験
を
し
ま
す
。

こ
ど
も
環
境
教
室

　
使
用
済
み
食
用
油
を
使
っ
た
エ

コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
な
ど
を
通
し

て
、
環
境
問
題
を
学
び
ま
す
。

　
12
月
21
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
四
之

宮
７
―
３
―
５
）。
市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
生
と
保
護
者
20
組

（
抽
選
・
未
就
学
児
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
）。
お
持
ち
の
方
は
１００
㍉

㍑
程
度
の
空
き
瓶
。

応
募　

12
月
３
日（
水
）ま
で
に
、

必
要
事
項
・
教
室
名
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス・参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）と
生
年
月
日
を
、
は
が

き
で
、
環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７

６
２
へ
。e
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
申

請
団
体

　
令
和
８
年
度
の
希
望
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
市
内
で
活
動
す
る
市

民
活
動
団
体
・
地
域
活
動
団
体
を

補
助
金
で
支
援
し
ま
す
。
対
象
の

団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
対

象
団
体
や
助
成
額
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
説
明
会　
令
和
７
年
12
月
13

日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
。
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー（
見
附
町
１
―

８
）。
30
人（
当
日
先
着
順
）。

応
募　
令
和
８
年
１
月
27
日（
火
）

ま
で
に
、
市
ウ
ェ
ブ
や
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
・
本
館
７
階
の
協
働
推

進
課
☎
21
―
９
６
１
８
に
あ
る
申

請
書
を
、
事
前
連
絡
の
上
、
直
接
、

同
課
へ
。

Ｗ
ｅ
ｂ
求
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー

　
採
用
市
場
の
動
向
や
、
魅
力
的

な
求
人
原
稿
の
作
成
方
法
な
ど

を
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
解
説
し
ま
す
。

  

12
月
16
日（
火
）午
後
１
時
30

分
、
令
和
８
年
２
月
18
日（
水
）午

前
10
時（
各
日
１
時
間
）。
市
内
事

業
者
。

応
募　

e
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
産
業
振
興
課

☎
21
―
９
７
５
８
へ
。

手
打
ち
そ
ば
教
室

　
12
月
14
日（
日
）午
前
10
時
・
午

後
１
時（
各
回
２
時
間
）。
平
塚
商

工
会
議
所（
松
風
町
２
―
10
）。
高

校
生
以
上
の
方
、
各
回
12
人（
抽

選
・
家
族
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
）。
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ

ス
ク
。
３
０
０
０
円
。

応
募　
12
月
１
日（
月
）午
後
５
時

ま
で
に
、
市
観
光
協
会
☎
20
―
５

１
１
０
ウ
ェ
ブ
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童

保
育
）の
入
所
申
請

　
令
和
８
年
４
月
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
へ
入
所
を
希
望
す
る
方
の

申
請（
１
次
）を
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
ま
た
は
青
少
年
課
☎
71
―
５
９

５
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募　
令
和
７
年
11
月
25
日（
火
）

～
12
月
５
日（
金
）に
、
市
ウ
ェ
ブ

や
本
館
１
階
の
青
少
年
課
に
あ
る

申
請
書
を
、
直
接
、
希
望
す
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
。

自
動
運
転
バ
ス
に
乗
っ
て
み

ま
せ
ん
か

　
土
・
日
曜
日
を
除
く
12
月
18
日

（
木
）～
26
日（
金
）、
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
令
和
８
年
１
月
８
日

（
木
）～
21
日（
水
）。
運
行
ル
ー
ト

は
平
塚
駅
南
口
～
す
み
れ
平
～
平

塚
駅
南
口
の
循
環
線
で
す
。
１
便

当
た
り
19
人（
先
着
順
）。
２１０
円
・

小
学
生
以
下
50
円（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
だ
け
）。
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募　
令
和
７
年
12
月
１
日（
月
）

午
前
10
時
か
ら
、
市
ウ
ェ
ブ
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ

は
、
交
通
政
策
課
☎
21
―
９
８
４

０
へ
。

地
域
づ
く
り
市
民
大
学

　
誰
も
が
住
み
や
す
い
と
思
え
る

地
域
に
す
る
た
め
、
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
仕
組
み
作
り
を
探
り
ま
す
。

　
12
月
14
日（
日
）、
令
和
８
年
１

月
24
日（
土
）、
全
２
回
、
午
後
１

時
30
分
～
４
時
。八
幡
公
民
館（
西

八
幡
１
―
10
―
22
）。
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
の
方
50
人（
抽
選
）。

応
募　
令
和
７
年
11
月
28
日（
金
）

午
後
３
時
ま
で
に
、
市
ウ
ェ
ブ
や

各
公
民
館
に
あ
る
応
募
用
紙
を
、

フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

追
分
１
―
20
中
央
公
民
館
☎
34
―

２
１
１
１

35
―
２
５
３
７

c
huo-k@

へ
。e
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

わ
が
ま
ち
誕
生
の
秘
密
を
探

ろ
う

　

座
学
で
解
説
を
聞
い
た
後
に
、

湘
南
平
と
高こ

麗ま

山
を
歩
き
ま
す
。

　
12
月
13
日（
土
）午
前
９
時
15
分

～
午
後
２
時
30
分
。
雨
天
中
止
。

約
２
㌖
。市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
見

附
町
１
―
８
）集
合
・
高た

か

来く

神
社

（
大
磯
町
高
麗
２
―
９
―
47
）解

散
。
20
人（
抽
選
）。
お
持
ち
の
方

は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
・
登

山
用
ポ
ー
ル
。
２
０
０
０
円
。
歩

き
や
す
い
服
装
と
靴
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

応
募　
12
月
１
日（
月
）午
後
５
時

ま
で
に
、
市
観
光
協
会
☎
20
―
５

１
１
０
ウ
ェ
ブ
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か

　

火
曜
日
。
勤
労
会
館（
追
分
１

―
24
）。
15
～
49
歳
の
仕
事
を
探

し
て
い
る
方
、各
４
人（
先
着
順
）。

興
味
検
査　
12
月
９
日
午
前
10
時

30
分
～
正
午
。
２
色
以
上
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
・
定
規
。

適
性
検
査　
12
月
23
日
午
前
10
時

～
11
時
。

応
募　
11
月
21
日（
金
）午
前
10
時

か
ら
、
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０

４
６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

　素案の内容は11月21日（金）～12月22日（月）に、市ウェブや各
公民館・図書館、駅前市民窓口センター（宝町1-1）などで閲覧
できます。
市地域防災計画（改訂素案）　災害への事前対策・応急対策など
の指針を示す計画です。県地震被害想定調査や災害対策基本法
の改正などを踏まえ、計画を改訂します。
市国土強

きようじん

靱化地域計画（改訂素案）　大規模災害が起きても機能
不全に陥らず、市民の生命や財産を守れるように、施策を進め
るための指針となる計画です。国の計画の見直しや、近年の自
然災害への対応などを踏まえ、計画を改訂します。
応募　11月21日～12月22日に、意見・必要事項（企業・団体の
場合は企業・団体名と代表者名または部署・担当者名も）を、
郵送・ファクス・メールまたは直接、本館３階の災害対策課☎
21―９７３４ 21―１５２５ saigai@へ。eでも提出できます。

　運行が始まるコミュニティバスの広告です。
　掲載期間は、令和８年４月１日（水）から１年間。11座席で36人乗
りの小型バス１台。広告の作成・貼付・撤去費用は市が負担し
ます。広告の下側６㌢㍍に「平塚市コミュニティバスを応援しま
す」と記載してください。抽選。広告掲載料は年額です。詳し
くは、市ウェブをご覧ください。
右側面（車道側）　３枠。縦50㌢㍍・横98㌢㍍。12万円。
左側面（歩道側）前方　１枠。縦40㌢㍍・横90㌢㍍。12万円。
左側面（歩道側）後方　１枠。縦24㌢㍍・横120㌢㍍。８万４,０００円。
後面 　１枠。縦45㌢㍍・横100㌢㍍。13万２,０００円。
　車内広告（Ａ３横・１枠１カ月１,０００円・最長１年間）も募集します。
先着順。詳しくは、市ウェブをご覧ください。
応募　令和７年12月５日（金）～令和８年１月８日（木）に、広告案・
市ウェブにある申込書を、電話で事前連絡の上、郵送・メール
または直接、本館６階の交通政策課☎21―９８４０ kotsu@へ。

　12月１日（月）から、土・
日曜日と祝日、年末年始
を除く平日に、市コミュ
ニティバス「b

ビ ト ウ イ ー ン

etWEen l
ライ

i 
n
ナ ー

er」が運行します。同バ
スの運行により、神田地
区から市民病院間のシャ
トルバス運行は11月28日
（金）に終了
します。時

刻表や運賃など、詳しくは市ウェブをご覧くださ
い。右の２次元コードからもアクセスできます。

パブリックコメントに
ご意見をお寄せください
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　保健センター（東豊田448-３）。母
子健康手帳をお持ちください。詳し
くは、市ウェブをご覧ください。

　健康課☎55―２１１１
◆産後メンタルヘルス相談（予約制）
　17日（水）午後。育児や生活の悩み
などがあり、主治医のいない方また
は家族２人（先着順）。
◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）
★準備期編　16日（火）午前10時～11
時。８カ月児～１歳０カ月児。
◆母親父親教室(予約制)　
★快適マタニティライフ編　６日

（土）午前10時30分～午後１時30分。
妊娠中の方とパートナー20組（先着

順）。歯ブラシ。動きやすい服装で
お越しください。
★赤ちゃん誕生準備編　５日（金）・
20日（土）、午後１時30分～３時30分。
妊娠８カ月以降の方とパートナー、
各日24組（先着順）。市ウェブで申し
込んでください。
◆産後ルーム　ママはぐ(予約制)　
19日（金）午前10時～午後１時。４カ
月以内の乳児がいる初産婦で、育
児に不安がある方ら16組（初めての
方を優先）。５００円。
◆離乳食・幼児食教室（予約制）　月曜
日。100円。eで申し込んでください。
★5・6カ月児　１日午後１時30分~２時

30分。 20組。
★7・8カ月児　22日午後１時30分~２
時30分。 20組。
★９カ月児~１歳６カ月児　　15日午前
10時30分~11時45分。 15組。
◆歯科健康診査(予約制)　３日（水）
午後１時~２時30分、 18日（木）午前９時
~10時30分。２歳１カ月児~２歳６カ月児。
◆７カ月児（令和７年5月生まれ）相談

（予約制）　２日・23日の火曜日、午
前９時～10時。市ウェブで申し込ん
でください。
◆乳児の個別健康診査　４カ月児・８
～10カ月児。医療機関へ、直接、申
し込んでください。
◆育児相談　３日・17日の水曜日、
午前９時30分～10時30分。

12

広告

お
知
ら
せ

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

５
面
　
　
　

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
総
合
公
園（
大
原
１
―
１
）や
平

塚
の
文
化
施
設
を
巡
り
ま
す
。

　
12
月
９
日（
火
）午
前
９
時
20
分

～
午
後
０
時
10
分（
当
日
午
前
9

時
〜
９
時
20
分
に
受
け
付
け
）。６・ 

１
㌖
。
当
日
午
前
７
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
天
気
予
報
で
、
横
浜
の
午
前
の

降
水
確
率
が
50
㌫
以
上
の
場
合
は

10
日（
水
）に
延
期
。
10
日
も
同
様

の
場
合
は
中
止
。
総
合
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
前
集
合
・
解
散
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
。
タ
オ
ル
・
帽

子・飲
み
物・雨
具
、
お
持
ち
の
方

は
歩
数
計・健
康
サ
ポ
ー
ト
手
帳
。

問　
健
康
課
☎
55
―
２
１
１
１

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い 

里

親
講
座

　
制
度
や
施
設
な
ど
で
保
護
す
る

施
設
養
護
の
説
明
を
し
ま
す
。

　
12
月
12
日（
金
）午
前
10
時
～
正

午
。
美
術
館（
西
八
幡
１
―
３
―

秋
の
ま
ち
ぐ
る
み
大
清
掃

　
11
月
23
日（
祝
）午
前
８
時
～
９

時
。
雨
天
中
止
。
市
内
全
域
。

問　
環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６
２

将
来
構
想
の
実
現
に
向
け
た

社
会
実
験

　
新
宿
公
園（
明
石
町
８
―
１
）の

活
用
を
検
証
し
て
、
今
後
の
公
園

整
備
に
つ
な
げ
る
実
験
で
す
。
実

験
と
同
日
に
大
門
通
り（
明
石
町
）

で
開
か
れ
る
大
門
市
に
併
せ
て
、

新
宿
公
園
に
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な

ど
を
設
置
し
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
も
出
店
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
30
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
３
時
。
荒
天
中
止
。

問　
都
市
整
備
課
☎
21
―
８
７
８
３

温
水
プ
ー
ル
の
清
掃
と
改
修

工
事
に
よ
る
利
用
停
止

　
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚

総
合
体
育
館（
大
原
１
―
１
）の
温

水
プ
ー
ル
は
清
掃
と
受
水
槽
の
改

修
工
事
の
た
め
、
12
月
８
日（
月
）

～
令
和
８
年
２
月
６
日（
金
）は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
令
和
７
年
12
月

７
日（
日
）は
大
会
が
開
か
れ
る
た

め
、
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

湘
南
ひ
ら
つ
か
寄
席

　

春
風
亭
昇
太
さ
ん（
右
下
写
真

右
）、
三
遊
亭
小こ

遊ゆ
う

三ざ

さ
ん（
右
下

写
真
左
）、
テ
ツ
ａ
ｎ
ｄ
ト
モ
ら

が
出
演
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
２
月
15
日（
日
）午
後

０
時
30
分
・
４
時
開
演（
各
回
２

時
間
）。
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸

術
ホ
ー
ル（
見
附
町
16
―
１
）。
各

回
１
０
０
０
人（
先
着
順
・
未
就

学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）。
全

席
指
定
４
４
０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト

は
、
令
和
７
年
11
月
27
日（
木
）午

前
10
時
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
財
団

ウ
ェ
ブ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
店

内
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
、
同
ホ
ー
ル

で
直
接
、
販
売
し
ま
す
。

問　
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７

全
国
大
会
の
出
場
者
ら
を
支

援
し
ま
す

　
令
和
７
年
度
の
国
際
大
会
や
全

国
大
会
な
ど
で
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
市
内
の
個
人
・
団
体
を
支

援
し
ま
す
。
小
・
中
学
生
と
高
校

生
で
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
個

人
・
団
体
に
は
記
念
品
を
贈
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
財

団
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー
ツ

事
業
課
☎
35
―
０
１
０
２

３
）。
30
人（
先
着
順
）。

応
募　
11
月
25
日（
火
）午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
で
、
県
平
塚
児

童
相
談
所
☎
73
―
６
８
８
８
へ
。

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
家
族
の
介
護
を
し

て
い
る
方
。
抽
選
。

　
①
12
月
５
日（
金
）午
前
9
時
30

分
～
11
時
40
分
。
福
祉
会
館（
追

分
１
―
43
）。
12
人
②
５
日
午
後

１
時
30
分
～
３
時
40
分
。
福
祉
会

館
。
９
人
③
11
日（
木
）午
前
９
時

30
分
～
11
時
40
分
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
プ
ラ
ザ
平
塚（
大
神
４
―
20

―
８
）。
６
人
④
12
日（
金
）10

　湘南国際マラソンに伴う交通規制です。
　12月７日（日）午前８時～午後３時45分（一部区間は午前６時～午後４時30分）。　

西湘バイパス西湘二宮IC ～国道134号江の島入り口間の上下線、新
湘南バイパス下り線など。詳しくは、湘南国際マラソンのウェブ（２
次元コード）をご覧ください。

問　湘南国際マラソン実行委員会☎０４６６―21―６６６７

↓

西湘バイパスや国道134号などの交通規制
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押
し
花
と
切
り
絵
展

　
11
月
23
日（
祝
）ま
で
の
午
前
11

時
～
午
後
６
時（
23
日
は
４
時
30

分
ま
で
）。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
４

５
平
塚（
明
石
町
１
―
１
）。

問　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
４
５
平
塚

☎
22
―
７
６
２
５

湘
南「
花
の
会
」　
写
真
展

　
11
月
24
日（
休
）ま
で
の
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分（
24
日

は
３
時
30
分
ま
で
）。
美
術
館（
西

八
幡
１
―
３
―
３
）。

問　
湘
南「
花
の
会
」の
笹
尾
☎
23

―
８
９
２
９

湘
南
凪な
ぎ
の
会　
絵
画
展

　
油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
画
な

ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

12
月
３
日（
水
）～
８
日（
月
）、

午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時（
３

日
は
０
時
30
分
か
ら
・
８
日
は
４

時
ま
で
）。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
４

５
平
塚（
明
石
町
１
―
１
）。

問　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
４
５
平
塚

☎
22
―
７
６
２
５

き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
美
術
展

　
子
ど
も
た
ち
が
五
感
を
使
っ
て

作
っ
た
、「
ぬ
た
く
り
」や
木
工
作

広告

次
回
納
期
の
市
税・手
数
料

　
①
納
税
課
☎
20
―
８
２
１
６

②
保
険
年
金
課
☎
21
―
８
７
７
５

③
保
険
年
金
課
☎
21
―
９
７
６
８

④
介
護
保
険
課
☎
71
―
５
２
３
８

⑤
収
集
業
務
課
☎
21
―
８
７
９
６

　
納
期
限　
12
月
1
日（
月
）

①
固
定
資
産
税（
第
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
５
期
）

④
介
護
保
険
料（
第
６
期
）

⑤
清
掃
し
尿
従
量
手
数
料（
第
８
期
）

品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

11
月
27
日（
木
）～
30
日（
日
）、

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分（
27

日
は
２
時
30
分
か
ら
・
30
日
は
２

時
30
分
ま
で
）。
美
術
館（
西
八
幡

１
―
３
―
３
）。

問　
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
の
田
邊
☎
36

―
３
５
７
１

こ
ど
も
た
ち
の
冬
の
お
く
り
も

の　
初
め
て
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
崇
善
小
学
校
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

12
月
11
日（
木
）～
15
日（
月
）、

午
前
11
時
～
午
後
６
時（
15
日
は

４
時
ま
で
）。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０

４
５
平
塚（
明
石
町
１
―
１
）。

問　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
４
５
平
塚

☎
22
―
７
６
２
５

息
吹
き
の
会　
朗
読
会

　

火
坂
雅
志
の
文
学
作
品『
利
休

椿
』な
ど
を
朗
読
し
ま
す
。

　
12
月
７
日（
日
）午
後
２
時
～
４

時（
開
場
は
１
時
30
分
）。
中
央
公

民
館（
追
分
１
―
20
）。

問　
朗
読
息
吹
き
の
会
の
熊く

ま

澤ざ
わ

☎

33
―
０
５
４
３

利
用
方
法

　
お
知
ら
せ
掲
示
板
は
、
広
報
ひ

ら
つ
か
第
３
金
曜
日
号
だ
け
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
市
内
で
活
動
す

る
個
人
ま
た
は
団
体
か
ら
の
お
知

ら
せ
に
限
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

発
表
会
・
展
示
会
な
ど
、
事
前
応

募
が
不
要
で
、
定
員
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
内
容
が
対
象
で
す
。
掲

載
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募　
掲
載
希
望
月
の
２
カ
月
前

の
１
日
〜
同
月
末
日
の
午
後
５
時

に
、
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
４
階
の
広

報
課
☎
21
―
８
７
６
１

21
―
９

６
１
３

kohohira@

に
あ
る

応
募
用
紙
を
、
郵
送・フ
ァ
ク
ス・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
同
課
へ
。

時
～
午
後
０
時
10
分
。
港
ベ
イ

サ
イ
ド
ホ
ー
ル（
夕
陽
ケ
丘
66
―

１
）。
６
人
⑤
17
日（
水
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
40
分
。
西
部
福
祉

会
館（
公
所
８６８
）。
９
人
。

応
募　
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
、
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１

０
０
へ
。

障
が
い
者
週
間
パ
ネ
ル
展

　
市
内
の
障
が
い
福
祉
事
業
所
や

団
体
の
紹
介
、
平
塚
支
援
学
校
や

湘
南
支
援
学
校
の
生
徒
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　

12
月
３
日（
水
）～
９
日（
火
）、

午
前
10
時
～
午
後
８
時（
土
曜
日

は
９
時
ま
で
）。
ら
ら
ぽ
ー
と
湘

南
平
塚（
天
沼
10
―
１
）。

問　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４脳

い
き
い
き
講
座

　

頭
を
使
い
体
を
動
か
す「
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
」の
習
慣
を
身
に
付
け

る
講
座
で
す
。

　
令
和
８
年
１
月
７
日
～
３
月
25

日
の
水
曜
日
、
全
12
回
、
午
前
10

時
～
正
午
。
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
神

奈
中
平
塚（
宝
町
10
―
４
）。
65
歳

以
上
で
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
お
ら
ず
、
医
師
か
ら
運
動
制

限
を
さ
れ
て
い
な
い
方
15
人（
先

着
順
）。
応
募
後
に
各
高
齢
者
よ

ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
脳
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
室
内
用

運
動
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
。

応
募　
令
和
７
年
11
月
25
日（
火
）

か
ら
、
電
話
で
、
高
齢
福
祉
課
☎

21
―
９
６
２
１
へ
。

わ
か
ち
あ
い
の
会

　
大
切
な
方
を
自
死（
自
殺
）で
亡

く
さ
れ
た
方
の
集
い
で
す
。
参
加

者
同
士
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重

し
、気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

　
12
月
２
日（
火
）午
後
２
時
～
３

時
30
分（
１
時
45
分
開
場
）。
旧
横

浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館（
浅

間
町
１
―
１
）。

問　
福
祉
総
務
課
☎
21
―
８
７
７
９

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
限
定　
高
齢

者
の
た
め
の
ス
マ
ホ
講
座

　
12
月
15
日（
月
）。福
祉
会
館（
追

分
１
―
43
）。
市
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
方
、
各
回
10
人（
抽
選
・

８
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）。

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
準
備
・
応
用
編　
午
前

10
時
～
正
午
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
防
災
の
備
え
編

　
午
後
２
時
～
４
時
。

応
募　
11
月
25
日（
火
）午
前
８
時

30
分
～
12
月
５
日（
金
）午
後
５
時

に
、
必
要
事
項
・
年
齢
・
講
座
名

（
希
望
の
回
）を
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
福
祉

会
館
☎
33
―
２
３
３
３

33
―
６

５
８
８

kaikan@
hiratsuka 

syakyo.net

へ
。

元
気
応
援
ポ
イ
ン
ト
説
明
会

　

市
内
の
高
齢
者
施
設
な
ど
で
、

趣
味
を
生
か
し
た
活
動
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
や
社
会
貢
献
を
し
ま

せ
ん
か
。
活
動
す
る
と
元
気
応
援

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
ま
す
。
た

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
内
の
名

産
品
な
ど
と
交
換
で
き
ま
す
。

　
12
月
10
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
。
松
が
丘
公
民
館（
中
原
２
―

17
―
19
）。
市
内
在
住
で
65
歳
以

上
の
方
。

問　
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０

障
が
い
児
移
送
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
12
月
15
日（
月
）午
後
２
時
～
３

時
30
分
。
福
祉
会
館（
追
分
１
―

43
）。
市
内
在
住
の
方
10
人（
先
着

順
）。
筆
記
用
具
。
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

応
募　
11
月
25
日（
火
）午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

福
祉
会
館
☎
33
―
０
０
０
７
へ
。

  ①地区対抗の部と②実業団の部があり
ます。コースやチーム編成など、詳しく
は市ウェブをご覧ください。
  令和８年１月11日（日）午前８時15分～正
午。雨天決行。①は６区間で28.２㌖②は５
区間で26.0㌖。開会式はレモンガススタ
ジアム平塚(大原１ー１)・閉会式は山城中
学校（高村１６６）。
応募　令和７年11月28日（金）までに、市
ウェブや本館７階のスポーツ課☎31―３０６０

34―５５２２ sports@などにある応募用紙
を、ファクス・メールまたは直接、同課へ。

市内駅伝に
参加しませんか

↓
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ム
ラ
コ
長
市

落
合
克
宏

平
和
慰
霊
塔
に

　
込
め
ら
れ
た
想お

も

い

　
10
月
17
日
、「
平
塚
市
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
集
い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
遺
族
の

方
々
の
出
席
の
下
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
合
わ
せ
て
八
幡
山
公
園
に
あ
る
新
し
く
な
っ
た
平

和
慰
霊
塔（
写
真
）の
お
披
露
目
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
平
和
慰
霊

塔
は
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、
戦
後
80
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
再
整
備
し
ま
し
た
。
遺
族
会
の
意
向

な
ど
も
踏
ま
え
、
塔
の
象
徴
で
あ
る
井
桁
積
み
の
頂

上
部
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
平
和
の
炎
」は
そ
の
ま
ま
残

し
、
長
年
に
わ
た
り
慰
霊
塔
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を

継
承
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も「
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
パ
ネ
ル
」な
ど
を
設
置
し
、
訪
れ
る
方
々

が
静
か
に
手
を
合
わ
せ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の

大
切
さ
、
命
の
尊
さ
を
見
つ
め
直
す
場
所
と
し
て
、

今
後
も
末
永
く
あ
り
続
け
ま
す
。
建
て
替
え
に
当
た

り
、
多
く
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
遺
族
会
の
皆
さ

ま
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
戦
没
者
追
悼
の
式
典
は
、

ご
遺
族
の
方
々
の
高
齢
化
に
よ
る
減
少
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
塚
市
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
ご
遺
族
が
つ
な

い
で
き
た
こ
の
歩
み
を
大
切
に
残
し
つ
つ
、
戦
争
を

過
去
の
も
の
と
せ
ず
、
今
あ
る
平
和
の
尊
さ
を
次
世

代
、
さ
ら
に
は
そ
の

先
の
世
代
へ
も
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
で

す
。こ
れ
か
ら
も「
平

和
の
炎
」を
決
し
て

絶
や
す
こ
と
な
く
、

今
を
生
き
る
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
た
使
命

を
全
う
し
て
い
き
た

い
と
改
め
て
誓
い
ま

し
た
。

　
10
月
20
日
〜
24
日
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ロ
ー
レ
ン
ス
市
の
公
式
訪

問
団
が
平
塚
市
を
訪
れ
ま
し
た
。姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
を
記
念

し
た
訪
問
で
す
。22
日
、ロ
ー
レ
ン
ス
市
の
副
市
長（
写
真
①
右
）ら

9
人
は
崇
善
公
民
館
で
ハ
ン
コ
彫
り（
写
真
①
②
）や
茶
道（
写
真
③
）

を
体
験
。興
味
深
そ
う
に
講
師
ら
へ
質
問
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　10月18日、総合公園でひらつか消防・
防災フェアがありました。41団体が出
店するブースは全４５カ所。たくさんの
人が訪れ、備えの大切さなどへの理解
を深めていました。

　10月12日、紅谷パールロード周辺で、「湘南ひらつか囲碁まつり」が開
かれました。1,000面打ち大会（写真①）では、プロ棋士との対局に真剣
に取り組む参加者と、笑顔で交流するプロ棋士の姿がありました。
　まちかど広場のステージではプロ棋士による対談や座談会などが開か
れ、客席は立ち見が出るほどのにぎわいに（写真②）。初心者向けの囲碁
教室（写真③）や視覚などに障がいがある方も打てる碁盤を使う「誰でも
囲碁」のブースもあり、たくさんの人が囲碁に触れ、「囲碁のまちひらつ
か」を楽しんでいました。

起震車の体験
消防訓練の体験

はしご車の搭乗体験

要救助者の引き揚げ救助体験

友好深める３５周年

パラスポーツに挑戦！

　10月19日、ひらつかサン・ライフアリーナで、パラスポーツフェ
スタがありました。パラスポーツ・ニュースポーツが体験できるブー
スは10カ所以上。耳に障がいのある選手がアイコンタクトや手話で
コミュニケーションを取る、デフサッカーの教室も開かれました。
今回、神奈川デフサッカークラブの選手が講師を務めていました。
声を出さないというルールで、選手2人に挑戦した試合では、選手
の技術に参加者らが驚きの表情を見せていました。

①②

③

①

③②

楽しく学ぶ消防・防災

囲碁に親しむ1日
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